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１．概要（Summary） 

従来の microfabrication 技術による MEMS デバイス

を柔軟な基板に“転写”することで，フレキシブルなセンサ

シートやディスプレイシートを実現する（Fig.1 参照）．従

来多く研究がなされている有機材料を用いたフレキシブ

ルデバイスに比べ，Siや半導体をベースとしたMEMSデ

バイスを用いるため性能や機能の点で優れる．また，

MEMS デバイスなどの機能部は硬く無変形であってもそ

の他の基板部・配線部が柔軟で大変形可能であるという

構成により，デバイス全体としては柔軟性を有することが

可能となる． 
上記研究を進める上で，NTRC の EB 描画装置，EB

蒸着装置，プラズマリアクタ，ワイヤボンダ，SEM 装置，メ

ッキ装置などを利用したいと考えている． 
 

 
 
２．実験（Experimental） 

EB 蒸着装置(アルバック製 EBX -6D), 酸, アルカリド

ラフト, UV 露光装置(ズースマイクロテック製、 MA-6), 
触針式段差計（テンコール製、P15)などを主に利用した. 
伸縮 MEMS デバイスシートで用いることのできる配線の

実現を目的とし, ガラス基板上に EB 蒸着装置により金属

を蒸着し, レジストを塗布してフォトリソグラフィによってレ

ジストをパターニングした後, ウェットエッチングにより最小

幅 5 µm 程度のパターニングを行い, デバイスを製作した. 
製作したデバイスを用いてめっきなどの実験を行った. ま
た, 触針式段差計を用いて製作したデバイスの評価を行

った. 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
従来の microfabrication 技術であるフォトリソグラフィ

を用いて微細な配線を製作し, 伸縮シート上で用いること

が出来るような機能の付加といった基礎研究を行った. 現
在は硬い基板上での実験にとどまっており, 伸縮性は実

現していない. 今後は伸縮シート上での製作方法などの

検討を行い, 実際に伸縮させての評価を行っていく. 
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